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概要
CiscoUnified CommunicationsManager Express（Unified CiscoMobility Express）機能一式は、Cisco
Integrated ServicesRouter（ISR;サービス統合型ルータ）シリーズなどのハードウェアルータプ
ラットフォームと一緒に提供されます。Cisco IOSXEGibraltar 16.10.1以降、UnifiedCiscoMobility
Express機能のサブセット（仮想 Cisco Mobility Express）が、 Cisco CSR 1000vシリーズクラウ
ドサービスルータを使用した仮想環境で使用されます。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.4.1a以降、仮想 Cisco Mobility Expressは Cisco Catalyst 8000V Edgeソ
フトウェア（Catalyst 8000V）シリーズで使用できます。

CSR1000Vリリースから C8000Vソフトウェアにアップグレードすると、既存のスルー
プット構成が最大 250 Mbpsにリセットされます。必要なスループットレベルを再構成す
る前に、スマートライセンスアカウントから取得できる HSEC認証コードをインストー
ルします。

（注）
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仮想 Cisco Mobility Expressの前提条件
仮想 Cisco Mobility Expressには、次の前提条件があります。

•仮想 Cisco Mobility Expressのハードウェア要件（2ページ）

•仮想 Cisco Mobility Expressのソフトウェア要件（3ページ）

仮想 Cisco Mobility Expressのハードウェア要件
仮想 Cisco Mobility Express機能一式には、Cisco仮想ルータソフトウェアが含まれます。仮想
Cisco Mobility Expressホストプラットフォームに関する詳細は、『Cisco CSR 1000V Seriesクラ
ウドサービスルータソフトウェア構成ガイド』および『CiscoCatalyst 8000Vエッジソフトウェ
ア構成ガイド』を参照してください。

Unified Cisco Mobility Express 14.1リリースの一部として、仮想 Cisco Mobility Express機能は次
を使用して検証されています。

• VMware ESXi Hypervisor 6.5.0

• Cisco UCS Server—Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SX）

サポートされるハイパーバイザの要件詳細については、「CSR1000Vデータシート」およ
び「Cisco Catalyst 8000Vエッジソフトウェアデータシート」を参照してください。

（注）

仮想 Cisco Mobility Expressは、仮想街んリソースプロファイルに対して、最大 450のデバイス
登録および113の進行中の通話をサポートしています。リソースファイルは、小、中、大、ま
たは特大 RAMにすることができます。詳細については、次の表を参照してください。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/csr1000/software/configuration/b_CSR1000v_Configuration_Guide.html#pgfId-1178401
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/csr1000/software/configuration/b_CSR1000v_Configuration_Guide.html#pgfId-1178401
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/C8000V/Configuration/c8000v-edge-software-configuration-guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/C8000V/Configuration/c8000v-edge-software-configuration-guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/routers/cloud-services-router-1000v-series/datasheet-listing.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/routers/catalyst-8000v-edge-software/datasheet-c78-744101.html?oid=dstetr023051


表 1 :仮想 Cisco Mobility Expressフォームファクタ
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•パフォーマンス用の BIOSパラメータを設定するためのベストプラクティスに関する詳細
は、「BIOS設定」を参照してください。

• Unified Cisco Mobility Express用ネットワークインターフェイスの構成方法については、
「Cisco CSR 1000vネットワークインターフェイスを VMネットワークインターフェイス
にマッピング」および「Cisco Catalyst 8000VネットワークインターフェイスをVMネット
ワークインターフェイスにマッピング」を参照してください。

仮想 Cisco Mobility Expressのソフトウェア要件
•適切なCisco IOSイメージルータをインストールし、機能するVoIPネットワークを構成し
ます。詳細については、「仮想 Cisco Mobility Expressのインストール（6ページ）」を
参照してください。Cisco IOSXEGibraltar 16.10.1aは、仮想CiscoMobility Expressをサポー
トする最小の IOSバージョンです。

•ルータプラットフォームに関連するライセンスを取得します。詳細については、「ライセ
ンス要件（6ページ）」を参照してください。

仮想 Cisco Mobility Expressは、Cisco CSR 1000vシリーズクラウドサービスルータでの
み検証およびサポートされています。

（注）
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https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/servers-unified-computing/ucs-b-series-blade-servers/whitepaper_c11-727827.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/csr1000/software/configuration/b_CSR1000v_Configuration_Guide/b_CSR1000v_Configuration_Guide_chapter_01010.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/csr1000/software/configuration/b_CSR1000v_Configuration_Guide/b_CSR1000v_Configuration_Guide_chapter_01010.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/C8000V/Configuration/c8000v-edge-software-configuration-guide/m_mapping_network_interfaces_to_vm.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/C8000V/Configuration/c8000v-edge-software-configuration-guide/m_mapping_network_interfaces_to_vm.html


プロトコルのサポート
次のプロトコルを使用するエンドポイントは、仮想 Cisco Mobility Expressでサポートされま
す。

• SIP—UnifiedCiscoMobility ExpressでサポートされるすべてのSIPエンドポイント。Unified
Cisco Mobility Expressでサポートされるエンドポイントについては、「仮想 Cisco Unified
Communications Manager Express 12.5でサポートされるファームウェア、プラットフォー
ム、メモリ、および音声製品」を参照してください。

• SCCP — Cisco VG310、VG320、VG350などのアナログ音声ゲートウェイのみが、仮想
Cisco Mobility Expressの SCCPエンドポイントとしてサポートされています。

•混合展開（SCCPエンドポイントとして機能するSIPとVG）。SCCP電話機は、仮想Cisco
Mobility Expressではサポートされていません。

仮想 Cisco Mobility Expressの機能サポート
仮想 Cisco Mobility Expressは、Unified Cisco Mobility Expressがサポートする機能のほとんどを
サポートします。ルータプラットフォームの物理アーキテクチャにより、次の機能は仮想Cisco
Mobility Expressでは使用できません。

•ハードウェア会議（PVDMハードウェアのサポートに制限があるため）

•トランスコーディング（PVDMハードウェアのサポートに制限があるため）

•物理音声ポート

次の電話機能は、仮想 Cisco Mobility Expressではサポートされていません。

•保留音グループ

• cBarge

•共有回線を使用した保留およびリモート再開（アナログVGエンドポイントではサポート
されていません）

•マルチキャストMOHは、SIPまたはアナログ VGエンドポイントではサポートされてい
ません。

•ライブMOHは、SIPまたはアナログ VGエンドポイントではサポートされていません。

機能サポート

Cisco IP Phone 7800 Seriesおよび Cisco 8800 Series IP Phoneを含む Unified Cisco Mobility Express
がサポートするすべての SIPエンドポイントは、仮想 Cisco Mobility Expressでサポートされま
す。SCCPは、CiscoVG300Seriesアナログ音声ゲートウェイ（VG310、VG320、およびVG350）
での使用のみがサポートされています。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/requirements/guide/vcme125spc.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/requirements/guide/vcme125spc.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/requirements/guide/vcme125spc.html


SIPエンドポイントおよびCiscoVG300Seriesアナログ音声ゲートウェイ（SCCP）の仮想Cisco
Mobility Expressに関する詳細な機能サポート情報については、「Cisco Unified Communications
Manager Expressプラットフォームプロトコル互換性マトリックス」を参照してください。

仮想 Cisco Mobility Expressに推奨されるメモリとプラットフォームについては、「仮想 Cisco
UnifiedCommunicationsManager Express 12.5でサポートされるファームウェア、プラットフォー
ム、メモリ、および仮想製品」を参照してください。

仮想 Cisco Mobility Expressでの CLIサポート
仮想 Cisco Mobility Expressは、Unified Cisco Mobility Expressで使用可能なハードウェア会議関
連の CLIコマンドをサポートしていません。

次の CLIコマンドは、仮想 Cisco Mobility Expressでは構成できません。

• telephony-service構成モード設定時

• conference hardware

• fxo hook-flash

•仮想 Cisco Mobility Expressは、Unified Cisco Mobility Expressでサポートされている
sdspfarm 関連コマンドをサポートしていません。例の一部を以下に示します。

• sdspfarm units number

• sdspfarm conference mute-on mute-ondigits mute-off mute-off-digits

• sdspfarm tag number device-name

• voice register global構成モード設定時

• conference hardware

• ephone-dn構成モード設定時

• conference ad-hoc | meetme

•グローバル構成モード設定時

• call-manager-fallback

仮想 Cisco Mobility Expressの制限
• Cisco IOS XE Gibraltar 16.12.1aのすべての警告、制限、および限度は、仮想 Cisco Mobility
Expressに適用されます。

• Cisco IOSXE Fuji 16.9.1（Unified CiscoMobility Express 12.3）でサポートされているUnified
Cisco Mobility Express機能のみが仮想 Cisco Mobility Expressで使用できます。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/requirements/guide/Unified_CME_Platform_Protocol_Compatibility_Matrix.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/requirements/guide/Unified_CME_Platform_Protocol_Compatibility_Matrix.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/requirements/guide/vcme125spc.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/requirements/guide/vcme125spc.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucme/requirements/guide/vcme125spc.html


•証明書署名要求 1000Vまたは CSR 8000Vでは DSPまたは音声インターフェイスハード
ウェアを使用できないため、トランスコーディングやハードウェア会議などの関連する

Unified Cisco Mobility Express機能は仮想 Cisco Mobility Expressではサポートされません。

• NIMベースのアナログまたはデジタル PSTNトランクはサポートされていません。

• CUBEとのコロケーションはサポートされていません。

仮想 Cisco Mobility Expressのインストール
CSR1000Vまたは C8000V OVAアプリケーションファイル（software.cisco.comから入手可能）
を使用して、新しい仮想インスタンスを VMware ESXiに直接展開します。展開の実行方法の
詳細については、「VMwareESXi環境へのCiscoCSR1000vのインストール」および「VMware
ESXi環境への Catalyst 8000Vのインストール」を参照してください。

Cisco CSR 1000Vまたは C8000Vシリーズによって提供される OVAを展開する際には、
CPUとメモリの明示的なサブスクリプションが必要です。

（注）

ライセンス要件
仮想 Cisco Mobility Expressには、Unified Cisco Mobility Expressで使用できるものと同じライセ
ンスオプションがあります。

仮想 Cisco Mobility Expressの構成を許可するには、次の手順を実行します。

• Cisco CSR 1000vシリーズクラウドサービスルータでAPPXまたはAXライセンスを有効
にします。

• C8000Vシリーズで DNA Advantageサブスクリプションを有効にします。

ルータプラットフォームの仮想 Cisco Mobility Expressのライセンスオプションは、license boot
level CLIコマンドで使用できます。

Router(config)#license boot level ?
appx Enable appx license
ax Enable ax(ipb+sec+appx) license
ipbase Enable ipbase license
security Enable security license

仮想 CiscoMobility Expressの場合、ルータが処理する呼数やその他のトラフィックに適したス
ループットライセンスを選択する必要があります。スループットライセンスについては、「ス

ループットライセンスの変更」を参照してください。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/csr1000/software/configuration/b_CSR1000v_Configuration_Guide/b_CSR1000v_Configuration_Guide_chapter_011.pdf
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/C8000V/Configuration/c8000v-edge-software-configuration-guide/m_intall_vmware_esxi_environment.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/C8000V/Configuration/c8000v-edge-software-configuration-guide/m_intall_vmware_esxi_environment.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/csr1000/software/configuration/b_CSR1000v_Configuration_Guide/b_CSR1000v_Configuration_Guide_chapter_01000.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/csr1000/software/configuration/b_CSR1000v_Configuration_Guide/b_CSR1000v_Configuration_Guide_chapter_01000.html


仮想 Cisco Mobility Expressの Cisco Smart Licenseをインストールします。仮想 Cisco Mobility
Expressの Cisco Smart Licenseは、Unified CiscoMobility Expressに割り当てられているものと同
じ資格タグで有効になっています。

UnifiedCiscoMobilityExpressで使用可能なライセンスオプションの詳細については、「ライセ
ンス」を参照してください。

Cisco CSR 1000Vライセンスまたは C8000Vシリーズをインストールする方法の詳細な手順に
ついては、「Cisco CSR 1000Vライセンスと Cisco Catalyst 8000Vライセンスのインストール」
を参照してください。

仮想 Cisco Mobility Expressの有効化
仮想 Cisco Mobility Expressを有効にするには、次の手順を実行します。

始める前に

• Cisco CSR 1000vシリーズクラウドサービスルータまたは C8000V series。

•仮想 Cisco Mobility Expressライセンス。「ライセンス要件（6ページ）」を参照してく
ださい。

•必須のハードウェアとソフトウェア。仮想 Cisco Mobility Expressのハードウェア要件（2
ページ）および仮想 Cisco Mobility Expressのソフトウェア要件（3ページ）を参照して
ください。

•エンドユーザーライセンス同意書（EULA）に同意します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice register global
4. mode cme
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router# enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

仮想 Cisco Mobility Express
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cmeadm_chapter2.pdf#nameddest=unique_3
cmeadm_chapter2.pdf#nameddest=unique_3
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/csr1000/software/configuration/b_CSR1000v_Configuration_Guide/b_CSR1000v_Configuration_Guide_chapter_01000.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/C8000V/Configuration/c8000v-edge-software-configuration-guide/licensing.html


目的コマンドまたはアクション

音声登録グローバル構成モードを開始して、仮想

Cisco Mobility Expressでサポートされているすべて
の SIP電話機のパラメータを設定します。

voice register global

例：

Router(config)# voice register global

ステップ 3

Unified Cisco Mobility Expressの SIP電話機をプロビ
ジョニングするモードを有効にします。

mode cme

例：

ステップ 4

Router(config-register-global)# mode cme

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-register-global)# end

仮想Cisco Mobility Expressを使用したSCCPエンドポイン
トとしての Cisco VG300シリーズ登録の例

Cisco VG300 Series音声ゲートウェイは、Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.1a以降のリリースの仮想
Cisco Mobility Expressによる Skinny Client Control Protocol（SCCP）登録をサポートしていま
す。

アナログ電話または FAX装置は VG350の Foreign Exchange Station（FXS）ポートに接続され
ます。VG350は、SCCPを介して仮想CiscoMobility Expressに登録され、Foreign ExchangeOffice
（FXO）を介して公衆電話交換網（PSTN）プロバイダーと通信します。

Cisco VG350の構成

hostname GW-VG350
!
interface GigabitEthernet0/0
ip address 10.8.1.10 255.255.255.0
duplex auto
speed auto
!--- For modem or fax support using NSE based switchover.

voice-port 2/0
caller-id enable
!
voice-port 2/23
caller-id enable
!
!--- Set source interface of SCCP packets. Also determines which MAC address is used to
register to vCME.

sccp local GigabitEthernet0/0

!--- Set address of SCCP agent, must match the IP source address of vCME.

sccp ccm 10.8.1.2 identifier 1 version 7.0
sccp

仮想 Cisco Mobility Express
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!
sccp ccm group 1

!--- Associate SCCP agent with CCM group.

associate ccm 1 priority 1
!

!--- Associate STCAPP to CCM Group

stcapp ccm-group 1
stcapp
!
!--- Enable STCAPP on voice port.

dial-peer voice 1000 pots
service stcapp
port 2/0
!
dial-peer voice 1023 pots
service stcapp
port 2/23
!

仮想 Cisco Mobility Expressの構成

hostname VCME
!
telephony-service

ip source-address 10.8.1.2 port 2000
create cnf-files version-stamp Jan 01 2002 00:00:00
!
ephone-dn 8 dual-line
number 4441 secondary 9191114441
description vg350-2/0
name Joe
!
ephone-dn 9 dual-line
number 4442
description vg350-2/23
name Jane
call-forward busy 5200
call-forward noan 5200 timeout 10
!
ephone-dn 20
number 8000....

!
ephone-dn 21
number 8001....

ephone 5
mac-address C863.9018.0417
type anl
button 1:9
!
!--- phone for VG350 port 2/0.

ephone 8
mac-address C863.9018.0400
type anl
button 1:8
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MACアドレスに関する規則

アナログ音声ゲートウェイを構成後、次のように show stcapp device summaryコマンドを有効
化して、すべての音声ポートのMACアドレスの出力サマリーを表示します。
VCME#show stcapp device summary
Total Devices: 3
Total Calls in Progress: 0
Total Call Legs in Use: 0

Port Device Device Call Dev Directory Dev
Identifier Name State State Type Number Cntl
---------- --------------- -------- ------------- ------- ----------- ----
0/0/0 AN6549AEBB58000 IS IDLE ALG 6901 CME
0/0/1 AN6549AEBB58001 IS IDLE ALG 6902 CME
0/0/2 AN6549AEBB58002 IS IDLE ALG 6903 CME
Router_VG350#

音声ポートのMACアドレスは、show stcapp device summary出力に表示されている電話名の
最初の 3文字を削除して識別します。たとえば、デバイス名がAN6549AEBB58000のデバイス
のMACアドレスは 549A.EBB5.8000です。

VCME#show run | sec ephone
ephone 1
mac-address 549A.EBB5.8000
max-calls-per-button 2
type anl
button 1:5
ephone 2
mac-address 549A.EBB5.8001
max-calls-per-button 2
type anl
button 1:6
ephone 3
mac-address 549A.EBB5.8002
max-calls-per-button 2
type anl
button 1:7
Router_VCME#

仮想 Cisco Mobility Expressの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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http://www.cisco.com/go/cfn


表 2 :仮想 Cisco Mobility Expressの機能情報

変更内容Unified Cisco Mobility Express
バージョン

機能名

C8000Vシリーズの仮想 Cisco
Mobility Expressのサポートが
導入されました。

14.1仮想 Cisco Mobility Express

CiscoCSR1000vシリーズクラ
ウドサービスルータで仮想

CiscoMobility Expressのサポー
トが導入されました。

12.5仮想 Cisco Mobility Express
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


